
争和 7年度 津島福購集主鈎災会事業報告

1 全般
令和「y年度は、「災書に強い轟]」「白らのいのち|ま 自らで守る難百」を轟指し

て、、① 鋳災意識の向菫L②「タイムラインを想定した災害時活動要領壺に基

づく事業の実施、③「第 1回津島ふれあい防災まつり壼への参加を重点要標

に掲げL活動を推進した。

盤 事業計画 :こ基づ く成果

(1)第 1藝津島福居自主鋳災会防災セ ミナーの開催

災害時活動要領に基づき、住民の方′々に防災対策に役立つ情二:二異を提供す

る趣旨で、令和 了年 9属 24日 (水  11:輔 -12:輔)に 開催 した。テーマは

「在宅避難への備え |と し/、 講師の派遣に|ま 1司 [塾市の防災専門家派遣制度

を活罵 した。当甕iま、住民 30名 が参加。参加者全員に非常食 (アルアアー

化米、クラッカー、保存水)を配布 した。

(12)第 1回津島ふれあ
｀
い鋳災まつり (津島学区連合町 iプ理会主催)への参加

令和 7年 11月 15理 (±  13]鍵～ 15:帥 )に開催された′it事記 |(昨災まつ り

に参加 した。これは津島地区において実施される最初の防災まつ りであ

t,、 12の プログラムが企画され、各町内が分盤 して実施 したc,福居ままそ

母うちの「みんなで iゴ うさい PiHtiダンス」「シェイクアウト言lll練理 :及び

聯 水体験」を担当した。当理のプ爾グラムの来場者 lま、天候にも恵ま

れ、延べ 轟 1人に上った。

軽寿 地震を想定 した
」
1青報伝達琴|1練の実施

令孝藝7年 6月 15甕 :罐 |)1鐸寺よ :'、 最大震度 5弱の地震発生を想定

し、要支援者ヘク l青報・1う壼達及び安否確認訓1練を実施 した。 l青報伝達の手段

として |よ、電話、メール及び LINEア プリを活用 した。訓練に |ま、37人の

要支援者及び 26人の避難支援者が参加 した。

(4)災害時安否確認躍黄色布の配布
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災害発生時に安否確認を能率化するための手段のひとつとして黄色布を

全戸配布 した。

(5)「防災会だより 第 2号」の発刊

令和 7

策の基本

ら、関連する防災情報を中心に掲載」

会の I「IPで閲覧することができる。

「災害対

あると参

すること:こ している。i華島福層町内

毎 )避難行動要支援者」甕:雇避難計画の作成

1難 :≦市から提供されている「避難′fT動要支援者名簿墨掲載者に関 し、 1裏t

(7)防災会議の開催

防災会では、令和 7年度計 5回 (5/17、

防災会議を開催し、事業実施計画の検討、

ヨ;|1練の実施、津島ふれあい防災まつりへの

7/19、  9/21、

防災会だより

参加等につい

11//1::′ 91、 〔3/14r) ゲ〕

の発行、コ1青報伝達

て協議した。
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「地域 との協働型防災爾ll練 懇sx防災)」 参加

1、 J 韓
とプ、_L苺

7

|

_ゝ


